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z
vヂ
ワ
E
Z
主
「
統
計
四
方
法
」

第
四
十
九
巻

O 

^ 
九

第
六
蹴

二t:..

ヅ

チー

ミ
「
統
計
の

方
法
」

ワ

ス

馬

場

士
口

1-T 

t主

カ4

き

し

広
ヅ
ヂ
ワ

l
ス
は
一
八
八
五
年
官

γ
ド
ン
統
計
皐
命
日
五
十
問
年
記
A
L
命
日
誌
に
於
て
、
「
統
計
の
方
法
L
た
る
耐
丈
佐
川
相
」
小
川
し
介
。

れ
は
、
彼
が
確
率
論
を
統
計
惑
に
際
問
し
た
最
初
の
重
要
な
論
文
で
、
「
平
均
の
北
較
-
或
ひ
は
一
偶
然
の
除
却
玉
呼
ば
れ
る
問
題
を

と取
認扱
めつ
らて
z'1...ゐ
てる
ゐ。

その需
標
本
論

ぴ3
t 

E 
司

ロ
ゲ笥

の
一
問
題
に
属
す
る
が
、

ド
】
府
担
勺

J
Z
h
r
t
t見

;
E白
ヲ
h

J
こ
な
れ

こ
の
論
文
は
、

こ
の
方
面
の
研
究
に
於
て
、

わ
た
〈
し
は
本
稿
に
於
て
、

エ
ッ
ヂ
ワ

l
ス
が
何
を
問
題
と
し
た
か
、

と
の
問
題
の
攻
究
を
如
何
に
行
っ
た
か
、
北
川
の
得
た
規
準

は
何
か
を
た
づ
ね
、

つ
い
で
、
彼
が
如
何
に
こ
の
規
準
を
具
健
例
に
適
用
し
た
か
を
考
究
し
よ
う
。
特
に
「
平
均
比
一
収
」
の
方
訟
白
鴎

の
意
義
・
性
質
に
つ
い
て
、
彼
の
見
解
を
理
解
し
た
い
と
思
ふ
。

問

題

ヱ
ッ
ヂ
ワ

1
ス
は
、
先
づ
統
計
撃
の
定
義
に
つ
い
て
、
三
週
り
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
第
一
は
最
も
通
俗
的
の
も
の
で
、
統
計
療
は
枇

舎
科
塵

T

の
算
術
的
部
分
で
あ
る
と
し
、
例
へ
ば
死
亡
率
の
如
き
平
均
の
ま
は
り
に
動
揺
す
る
数
字
や
、
又
例
へ
ば
一

の
戟
ひ
に
於
て

戦
死
し
た
人
数
と
か
、

ベ
ス
ト
で
た
ほ
れ
た
家
畜
の
数
の
如
き
、
所
謂
孤
立
値
(
印
。

-
E
q
E
Z
E与
を
取
扱
ふ
。
第
二
は
最
も
哲
迎
的

Statistical Society， 

l'，'[alhematical Statistics， 

of Statisticゐ， 1937， p. 329ff. Zizek， F.， Statistical 

-. 
，.-

Edgeworth， F. Y.， Methods of Statistics (Journa.l of the 
]ubiJee Volume)， 1885， pp. 181-217・

Bowley， A. L.， F. ¥'. Edgeworth's Contribution:s to 
1928， p. 86. 
Bow]ey， A. L.， Elemen t5 3) 



(
ヨ
ェ
。

szz-)な
も
の
?
、
統
計
底
一
・
は
、
物
現
視
測
値
を
も
含
め
て
、
平
均
一
般
の
墜
問
で
あ
る
と
す
る
。
第
三
の
定
義
は
、
前
二

者
を
調
和
さ
せ
た
も
の
で
、
統
計
思
?
を
特
に
枇
舎
現
象
に
よ
っ
て
あ
ら
は
さ
れ
る
平
均
の
車
問
で
あ
る
と
す
る
。
彼
は
最
後
の
定
義

を
探
用
す
る
が
、
時
に
他
の
二
つ
も
参
照
す
る
と
い
ふ
。

こ
L
K
「
平
均

(
E
E
Z
と
い
ふ
用
語
は
、
勿
論
相
閥
的
な
概
念
即
ち
平
均

を
取
ら
う
と
す
る
一
つ
の
級

(
Q
E
m
)
の
諸
値
或
ひ
は
一
系
列
(
国
2
2
)
の
諸
項
を
も
含
ん
で
ゐ
る
。

集
闇
現
象
(
高
P
5
5
2
Z
E
5問
自
)
で
る
る
ov一

レ
キ

Y

ス
教
授
の
用
語
で
は
、

つ
い
で
波
は
統
計
壌
の
問
題
を
提
出
す
る
。
「
平
均
の
撃
聞
は
ご
つ
の
主
要
問
題
を
含
ん
で
ゐ
る
。
第
一
、
提
出
さ
れ
た
諸
平
均
の

問
の
走
違
が
ど
こ
ま
で
偶
然
的
で
あ
る
か
、
又
は
一
法
則
を
指
示
す
る
か
を
見
出
す
こ
と
。
第
二
、
何
が
最
良
の
平
均
で
ち
る
か
、

そ
れ
が
知
一
の
問
羽
偶
然
の
除
却

ψ
一
考
黙
す
る
佐
目
的
と
す
る
も
、
或
は
地
在
日
間
し
し
す
る
も
。
ぃ

波
は
こ
の
論
文
で
は
第
一
の
問
題
を
取
上
げ
る
。

こ
れ
は
叉
-
一
つ
の
場
合
に
わ
か
れ
る
。
即
ち
、
川
軍
一
の
平
均
同
士
を
比
較
す

る
と
き
、
及
び
同
一
組
の
卒
均
ー
と
単
一
の
卒
均
又
は
他
の
一
組
の
卒
均
と
を
比
較
す
る
と
き
で
あ
る
。

同
の
第
一
例
と
し
て
、
所
謂
「
心
霊
研
究
」
(
司
品

orEご

プ
の
同
種
の
札
一
揃
を
取
り
出
す
。
他
の
一
人
が
.
そ
の
選
揮
を
中
て
る
も
の
と
す
る
。
数
百
向
か
う
し
た
選
擦
と
臆
測
と
を
記
録
し

た
と
き
、
成
功
し
た
臆
測
の
割
合
は
、

を
可
成
超
え
て
ゐ
た

Q

」
即
ち
「
一
八
三
三
同
の
試
行
に
於
て
、
成
功
し
た
臆
測
の
教
は
、
杢
数
の
四
分
の
一
卸
ち
四
五
八
を
五
二
も

こ
の
担
額
合
同
早
に
偶
然
の
み
が
作
用
し
た
と
想
像
し
た
と
き
の
、
最
も
る
り
得
ペ
き
値
(
1
一4
)

超
え
て
ゐ

号。
Lー

こ
tコ
揚
A 
口

三E己
口

々
江〉

問
題
』土

こ
の
差
違
が
ど
こ
ま
で
重
要
で
あ
る
か
、
帥
ち
「
偶
然
以
外
の
一
法
則
を
指
示
し
て
ゐ

る
の
か
、
叉
は
翠
に
偶
然
的
で
あ
る
の
か
を
研
究
す
る
」

エ
ヴ
ヂ
ヲ

I
ス
と
「
統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
谷

八
九
一
ニ

第
六
貌

O 

1932， pp. 2]0-
Averages (translated by Persons" W.. M..)， 1913， p. 186官、Nestergaard，11.， Cont口bution::.ts the Hi::.tory of Statistics， 
231. 

1) 2) :J) 4) 5) Edgeworth， ibid.， p. IB2咽

4) 



Z

サ
ヂ
ワ

I

Z
と
1

統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
各

第
六
銑

人
九
四

O 
四

次
に
川
刊
の
第
二
例
と
し
て
、
特
定
職
業
の
死
亡
率
へ
の
影
響
如
何
の
問
題
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
あ
る
年
の
十
五
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま

そ
の
中
農
夫
に
於
て
の
死
亡
家
が
他
の
す
べ
て
の
職
業
に
於
て
の
死
亡
率
を

0
・
三

で
の
青
年
の
死
亡
数
六
五
に
つ
い
て
み
る
に
、

%
超
え
て
ゐ
た
。

と
の
と
き
か
ミ
る
業
建
は
ど
こ
ま
で
長
夫
と
い
ふ
特
定
傑
杵
に
つ
い
て
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
か
ピ
問
題

で
あ
る
。

次
代
川
の
枕
明
A
C
し
七
、

h
L
づ
上
流
一
つ
U
V

畿
州
中
冗
」
の
一
例
を
と
っ
℃
ゐ
る
、
即
ち
「
上
述
と
同
持
及
数
仰
の
賀
除
を
し
た
際
そ
の

す
べ
て
か
或
ひ
は
多
く
が
、
偶
然
以
外
の
何
か
の
作
間
を
指
示

L
て
ゐ
る
判
明
合
で
あ
お
。
」
今
一
り
の
例
と
し
て
、
「
ア
メ
リ
カ
の
数

州
に
於
て
、
三

O
歳
か
ら
三
三
歳
の
男
下
平
均
身
長
が
、
二
七
歳
か
ら
三

O
歳
の
男
子
の
平
均
身
長
よ
り
も
す
こ
し
大
で
あ
る
と
す

る
。
こ
の
と
き
、
単
純
な
比
較
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
た
設
擦
が
、
繰
返
し
に
よ
り
如
何
に
高
め
ら
れ
る
か
。
」
乙
れ
が
聞
の
問
題
で
あ

る。
右
の
如
く
、
提
出
さ
れ
た
卒
均
に
つ
き
、
「
偶
然
の
除
却
」
を
た
し
、
そ
れ
ら
の
問
の
差
違
が
ど
こ
ま
で
重
要
か
を
検
し
よ
う
と
す

る
。
と
の
揚
合
と
の
原
因
を
具
惜
的
に
し
ら
ぺ
ゃ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
車
に
特
殊
た
原
因
が
作
用
し
て
ゐ
る
と
と
を
指
摘
す
る

に
止
め
る
。
即
ち
例
へ
ば
「
吾
k

は
三

O
歳
以
上
の
男
子
の
平
均
身
長
と
、

三
O
歳
以
下
の
男
子
の
平
均
身
長
と
の
聞
に
買
の
重
要

段
差
遣
が
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
よ
う
左
は
す
る
が
、
か
L
る
差
遣
が
三

O
歳
以
後
の
真
の
成
長
に
基
〈
と
す
べ
き
か
、
或
は
又

と
れ
は
享
門
家
に
委
ね

ho」

背
の
高
い
人
が
生
き
残
っ
た
と
す
べ
き
か
、

ヱ
ッ
ヂ
ワ

1
ス
は
木
論
文
に
於
て
、
卒
均
の
差
濯
の
問
題
を
右
の
如
〈
州
問
に
わ
け
論
じ
て
ゐ
る
、
し
か
し
ほ
と
ん
ど
前
者
の
設

明
に
あ
て
、
問
の
考
察
は
る
ま
り
に
簡
皐
に
す
ぎ
る
。

よ
っ
て
わ
た
く
し
は
本
稿
に
於
て
専
ら
仰
の
紹
介
に
終
始
し
た
い
と
思
ふ

ibid.， p. 183. 

。
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方

法

エ
ッ
ヂ
ワ

1
H
A
は
と
の
問
題
を
攻
究
す
る
に
際
し
、
確
窓
会
酬
を
臨
時
間
し
た
。

即
ち
誤
差
法
則
(
旅
李
曲
線
)
を
附
ひ
て
、

「
偶
然
を

除
却
」
し
た
の
で
あ
る
。

彼
の
誤
差
法
則
に
つ
い
て
は
、
彼
は
か
う
遁
ぺ
て
ゐ
る
。
邸
ち
「
も
し
も
一
量
が
、
あ
る
一
定
の
仕
方
で
多
数
の
原
素
の
一
組
に

よ

ο
て
き
ま
る
と
ナ
る
。
そ
の
諸
原
素
は
各
K

法
則
K
従
ひ
っ
与
、

そ
の
時
々
に
相
互
に
濁
立
友
値
を
取
る
も
の
と
す
る
。

き
複
合
室
が
そ
の
時
々
に
と
る
諸
値
は
一
の
誤
差
法
則
の
下
に
友
ら
ぷ
で
あ
ら
引
。
」
こ
れ
が
所
謂
「
濁
立
原
悶
の
仮
設
」
で
、
諸
原

と
の
ξ

索
か
ら
惚
ん
口
査
を
得
る
に
は
、
加
誌
に
上
る
を
常
よ
¥γ
ぉ
。
更
に
筏
合
金
と
し
て
諸
問
山
部
品
の
算
術
平
均
値
を
取
る
場
合
が
、

忠
一
一
あ

た
っ
て
重
要
で
あ
る
。

誤
差
法
則
の
函
数
形
は
、

そ
の
第
一
次
近
似
と
し
て
、

正
規
法
則
(
そ
の
闘
は
正
規
曲
線
)
を
得
る
、

エ
ッ
ヂ
ワ

1

ス
は
乙
の
論
文
で

は
未
だ
誤
差
法
則
の
一
般
化
に
到
っ
て
ゐ
友
い
。
事
ら
正
規
法
則
が
周
ひ
ら
れ
る
。

x 
L土
観

iJliJ '"" 
1tt 
叉 Z
はて!

警寸
値!
の官|官

算
争jtj
平
均

乙
の
方
程
式
は

で
あ
ら

は
さ
れ
る
。

N
は
視
測
数
、
或
は
統
計
値

E
P
-
-
5
2ご
Z
Z
H
Z
)
の
線
数
を
一
不
ナ
。

と
誌
に
、

に
熔
や
る
他
を

o
と
し
た
と
き
、
各
値
の
そ
れ
か
ら
の
偏
業
で
、
ァ
は
そ
れ
に
膝
や
る
度
数
で
あ
る
。

C

は
モ
ヂ

L

ラ
ス

(冨
2
z
-
5
)

と
呼
ば
れ
る
基
本
的
常
数
で
、
彼
の
乙
の
論
文
で
は

c
の
膝
用
が
霊
黙
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

誤
差
法
則
の
性
質
と
し
て
、

X 

?ウ宝

-N円
か
ら

+回。

の
聞
に
る
る
と
き
の
、
度
数

y
は
そ
の
全
数
の
大
部
分
(
印
ち
0
・
九
九
五
)

を
占
め
る
。
従
っ
て
逆
に
考
へ
る
と
、
も
し
も
誤
差
法
則
を
満
足
す
る
例
へ
ば

N
個
の
統
計
的
教
の
一
組
か
ら
、
任
意
に
(
旦

E
Z
3
5
)

エ
ヴ
ヂ
ワ

1

Z
冒
と
「
統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
巻

解

放

一O
五

八
九
五

Edgeworth， ibid.， p. 186. 
柑i稿，'"ツヂワ-;<.と設差の問題、(総持論議、昭和 12年日月)

同，エツヂヲースと課差法則、(紐持論議、昭和 13年 6月)



エ
ツ
ヂ
ヲ

1

Z
と
「
統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
巻

八
九
六

第
六
競

O 
7之

一
個
を
取
り
出
し
た
占
な
ら
ば
、

そ
れ
が
卒
均
か
ら
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
の
二
倍
(
従
っ
て
三
倍
)
以
上
婦
た
る
と
と
は
械
め
で
あ
り
え
な
い
。
し

乙
の
性
質
こ
そ
、

エ
ッ
ヂ
ワ

1
ス
が
偶
然
の
除
却
に
於
て
基
準
と
し
た
原
理
で
あ
る
。

誤
差
法
則
は
、
如
何
な
る
傑
件
の
下
に
た
こ
る
か
。
先
づ
観
測
の
と
き
に
得
る
誤
差
の
分
布
、
偶
然
の
勝
負
事
(
の
5
2
0『
p
g
Z
)

の
場
合
、
及
♂
統
計
値

(
m
Z
M
U
T
E
-
z
z
E
C
の
揚
九
日
が
あ
る
。
伎
は
と
の
最
後
の
場
合
と
し
て
三
例
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
第
一
は
英
図

-

-

X

泊

成
年
男
干
八
、
五
八
五
人
の
身
長
の
分
布
ご
、
八
八
三
年
)
廿
あ
り
、

y
u
z
w山
羽
山
し
川
、
。
引
で
あ
ら
り
さ
れ
る
。
第
二
は
ん
川
年
時

明
、
司

ω-d

六
.
0
0
0
の
出
生
の
あ
る
諸
州

K
於
け
あ
最
近
二

0
年
聞
の
凱
見
山
生
数
の
女
兇
出
生
数
に
針
す
る
比
率
の
分
布
で
、
平
均
は
一
、

O
四
O
、
c
の
値
と
し
て
略
三
八
(
千
分
比
)
を
得
る
と
し
て
ゐ
る
。

し
か
も
誤
差
法
則
は
、
狽
立
原
因
の
俄
設
を
満
足
す
る
と
岡
山
は
れ
る
、
前
記
の
現
寅
に
あ
ら
は
れ
で
ゐ
る
揚
合
の
ほ
か
、
「
人
鋳
的

に
そ
の
遁
合
の
世
界
(
出
ち

3)
を
有
す
る
町
」
「
今
こ
の
法
則
を
満
足
し
た
い
一
組
の
値
(
問
。

EE)
を
考
へ
る
。
例
へ
ば
悌
園
ド
ウ
鯨

(巴ぬ官

5
H
E件
。
『
巴
Eru)
に
於
け
る
身
長
の
測
定
値
を
取
る
。
今
乙
の
燃
か
ら
例
へ
ば
百
人
、
千
人
と
い
ふ
か
な
り
大
き
い
組
を
任
意

に
取
出
す
と
ナ
る
。
そ
し
て
そ
の
身
長
の
算
術
平
均
を
作
る
。

下
に
な
ら
ぶ
(
傾
き
が
あ
る
O
)

」
か
く
し
て
「
今
ま
で
、

と
の
操
作
を
繰
返
す
。
か
く
し
て
得
た
卒
均
は
、

一
の
獄
卒
曲
線
の
一

吾
K

の
得
る
値
が
そ
の
ま
L

で
人
震
を
加
へ
た
い
時
に
、

誤
差
法
則
を
満
足

す
る
か
、
し
た
い
か
と
い
ふ
事
情
に
る
ま
り
重
き
を
置
き
す
ぎ
た
か
と
忠
は
れ
る
よ
し
か
も
「
偶
然
の
除
却
に
必
要
注
の
は
、
吾
k

の
観
察
値
の
原
資
料
が
誤
差
法
則
を
満
足
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
く
、

止
で
る
る
。
」

そ
れ
が
あ
る
法
則
に
不
愛
に
従
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ

と
の
や
う
に
猫
立
原
因
の
仮
設
は
、
誤
差
法
則
の
賓
現
に
る
た
り
、
経
験
的
に
得
ら
れ
る
揚
合
に
も
又
入
居
跡
的
に
求
め
ら
れ
る
揚

旬

d
o
o
 

-

-

V

A

 

ド

3
z
o

0
0
0
δ
λ
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合
に
も
、

ひ
と
し
〈
鷹
用
さ
れ
る
。

乙
れ
本
論
文
に
於
け
る
、
誤
差
法
則
の
適
用
の
第
二
の
重
要
な
劫
で
あ
る
。

以
上
わ
た
く
し
は
、
彼
の
誤
差
法
則
を
述
べ
、
特
に
以
下
に
於
て
習
意
さ
る
べ
き
二
黙
を
あ
げ
た
。
し
か
ら
ば
械
の
「
偶
然
の
除

却
」
は
こ
の
法
則
を
如
何
に
遁
用
し
て
・
恋
さ
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。

誤
差
法
則
の
用
ひ
方
は
、
「
(
二
二
つ
の
提
出
さ
れ
た
半
均
の
聞
の
差
還
が
偶
然
的
で
る
る
か
否
か
を
決
定
す
る
ぽ
捕
に
、
偶
務
的
す

あ
る
と
思
は
れ
る
こ
の
差
還
が
、

そ
の
下
に
な
ら
ぷ
確
率
曲
線
を
作
る
。
(
一
一
)
観
察
さ
れ
た
平
均
の
聞
の
差
違
が
、

セ
ロコ
差
主主
は
{肉
食
白甘
・マつ

L土こ
なの
い曲
L~ (j) ;%良

の
弓云

ヂ
ェ
一
7

ス
の
二
倍
又
は
二
一
倍
を
超
え
る
か
ど
う
か
を
み
る
。
(
一
三
も
し
も
越
え
る
な
ら
ば
、

次
に
彼
の
事
げ
る
例
に
つ
い
て
、
右
の
規
準
を
遁
刑
す
る
。
「
芙
凶
の
一
般
人
口
に
開
局
す
る
成
年
男
子
八
、
五
八
五
人
の
平
均
身
長

代
、
二
J
E
二
五
人
の
一
犯
非
冴
の
中
均
身
民
宇
一
比
岐
し
も
間
一
倍
さ
れ
た
走
法
、
ur

前川小一…
γ
あ
る
か
し
の
間
閣
を
取
扱
は
う
ロ
(
一
〉
二
、
一
二

一
五
人
の
(
一
般
人
口
か
ら
の
)
任
意
選
搾
(
目
白
ヨ
ユ

3
E
2
3
2
)
の
平
均
と
、
八
.
五
八
五
人
の
任
意
選
搾
の
一
平
均
と
の
差
の
鑓
動
が
従

ふ
ぺ
き
曲
線
を
作
る
。
っ
一
)
観
察
さ
れ
た
差
港
二
(
吋
)
と
モ
ヂ
ユ
ラ
ス

0
・
二
の
三
倍
と
を
比
鮫
す
る
。
(
三
)
前
々
は
は
る
か
に
後

者
一
を
超
え
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
そ
の
差
は
原
凶
よ
り
来
る

(
h
4
3
2
Z
S
Z
5
・)。

「
し
か
ら
ば
如
何
に
し
て
、
今
問
題
と
し
て
ゐ
る
差
に
針
ず
る
確
率
曲
線
を
作
る
べ
き
か
。
と
れ
に
は
次
の
命
題
を
用
ひ
る
。
一
一
つ

の
量
の
草
川
に
封
ず
る
モ
ヂ
ュ

こ
の
二
量
の
夫
々
に
開
局
す
る
モ
ヂ
ユ
ラ
ス
の
平
方
の
和
の
平
方
根
に
等
し
い
札
口

ラ
ス
は
、

突
に
、
あ
る
度
数
分
布
を
有
つ
量
に
つ
き
、

一
定
個
教
を
選
ん
で
算
術
平
均
を
多
数
取
る
と
き
、

そ
の
平
均
は
上
漣
に
よ
り
一
の

確
率
曲
線
を
奥
へ
る
。

と
の
曲
線
の
モ
ヂ
ュ

ラ
ス
を
如
何
に
決
定
す
る
か
。

こ
れ
に
は
一
一
つ
の
場
合
を
区
別
す
る
。
(
一
)
王
口
々
の
取
扱
ふ
値
(
同
Z
Z
Z
ω
)
が
、
空
間
(
叩
同
声
。
。
)
又
は
時
間
(
↓
回
目
。
)
に
於
け
る
測
定

エ
ツ
ヂ
ワ

I

Z
と
一
統
計
白
方
法
」

第
四
十
九
巻

八
九
七

第
六
披

一O
七

7) ibid.， p. 187. 
ibicl.， p. I88. 

6) 
8) 



エ
ツ
ヂ
ワ
1

耳
、
と
「
統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
巻

八
九
八

傍
六
競

O 
i¥. 

値
(
冨

8
5
2
E
U
)、
例
へ
ば
人
の
身
長
、

死
亡
年
齢
、
及
び
阜
た
る
数

E
2
0
E
E
Z
E
)、
例
へ
ば
年
K

の
死
亡
致
、

(
二
)
比
率
、

例
へ
ば
男
児
出
生
数
の
女
児
出
生
数
に
封
ず
る
割
合
又
は
死
亡
率
。
更
に
こ
)
、
(
二
)
を
い
づ
れ
も
三
つ
に
わ
け
る
。
帥
ち
川
町
苦
k

の
材
料

(
E
Z
)
が
誤
差
訟
則
を
満
足
す
る
揚
合
、
的
満
足
し
た
い
揚
合
、
之
れ
で
あ
る
。

(
一
)
川
!
と
の
場
合
は
吾
K

の
原
観
察
組
は
、

正
規
曲
線
の
下
に
お
ら
ん
で
ゐ
る
。
先
ず
っ
と
の
曲
線
の
モ
ヂ
コ

ラ
ス
を
求
め
る
。

こ
れ
陀
一
一

J

泊
り
を
あ
げ
る
む
第
一
方
法
は
、
誤
差

'M飛
平
均
方
法
と
も
一
疋
ふ
ぺ
〈
、
問
然
仙
(
一
切
全
悼
の
算
術
平
均
(
M
)
b
t
1
3
一
り
、
次

凶
山
口

ω
9
J
L

出

Fu

k

m
ム」『

M
と
れ
↑
品
設
を
刊
誌
。
と
れ
を
ρ

町、

e

a

h

」
す
る
。
さ
う
す
る

2

J
引
|
{
或
は
配
川
叫

と
の
卒
方
根
一
が
モ
ヂ
ユ
ラ
ス
で
る
る
ロ
第
二
方
法
は
モ
ヂ
士
フ
ス
を
く
叫
ー
刊

ー
中
M
d
r
h

で
4
4
2
3
2
4
t
i
l
-
E
E
l
-

-ι
置
ま
羽

ι
t
・E
t
i
t
-」
」

d
w
k

れ

に
よ
り
求
め
る
。

第
三
は
、

所
謂
ゴ

1
作
ト

ン
の
方
法
で
、
第
一
、
第
三
四
分
位
数
の
聞
の
距
離
が

N
n
v
A
。
・
お
∞
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、

モ
ヂ
ュ

ラ
ス

C

を
求
め
る
。

と
れ
ら
三
種
の
方
法
は
、
も
し
観
察
値
が
正
規
曲
線
に
於
け
る
横
坐
標
金
憾
で
あ
る
左
ら
ば
、
完
金
に
お
な
じ
値
を
奥
へ
る
け
れ

ど
も
、
現
寅
に
於
て
は
そ
の
値
に
喰
逮
ひ
を
生
や
る
。

Z

ッ
ヂ
ワ

l
ス
は
第
一
方
法
が
、

正
確
の
慰
に
於
て
最
も
優
れ
て
ゐ
る
と
漣

ぺ
、
叉
費
例
を
と
っ
て
と
の
三
種
の
方
法
を
用
ひ
て
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
を
算
定
し
、
略
同
じ
値
を
得
て
ゐ
る
。

か
〈
の
如
〈
し
て
原
材
料
た
る
個
別
観
察
値
に
針
す
る
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
(

C

)

が
定
め
ら
れ
る
と
、
か
E
A

る
個
別
観
察
値
全
館
か
ら
任

意
に
取
り
出
し
た

m
個
の
値
の
算
術
平
均
に
射
す
る
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
(
一
C
)
は
川
H

丈
一
川
に
よ
り
輿
へ
ら
れ
る
。

仰
!
と
の
揚
合
は
、
原
材
料
の
個
別
観
察
値
は
誤
差
訟
則
に
従
は
た
い
。
し
か
し
あ
る
一
定
の
度
数
-
分
布
曲
線
を
有
っ
て
ゐ
る
。

そ
と
で
こ
の
曲
線
に
つ
い
て
、
上
述
の
意
味
に
於
け
る
モ
ヂ
ュ

(
正
規
曲
線
の
)
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
友
い
。
し
か
し
と
の
個

ラ
ス

別
観
察
値
(
n
個
)
か
ら
一
定
数
(
m
個
)
の
値
を
任
意
に
取
り
出
し
そ
の
算
術
平
均
を
作
る
と
、

こ
の
怖
は
相
る
つ
ま
っ
て

E
規
曲
線

.%...，ヂワースは加法白言自駿主 Lで 2 のかはりに S ~!~.Hl v-:z. . 9) 



を
作
る
。

ラ
ス
一
C

は
同
の
第
一
方
法
と
同
様
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。
印
ち

回一

wω
時

門
川

H

引
w

削

H
K
M
で
、
便
宜
上
。
C

を

と
の
モ
ヂ
ェ

原
曲
線
の
動
揺
、

c
を
モ
ヂ
ュ

ラ
ス
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

(
二
)
比
率
の
場
合
に
つ
い
て
モ
ヂ
ェ

ラ
ス
を
求
め
る
に
は
、
上
述
誤
差
自
乗
平
均
方
法
に
よ
る
も
の
、
所
謂
物
理
的
方
法

(212-

自
己
ぎ
と
の
ほ
か
に
、
組
合
せ
方
法

(
2
E
F
E巳
2
E
ヨ
z
r
o
L
)
が
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
き
、

ヱ
ッ
ヂ
ワ
l
ス
は
前
者
を
推
す
の
で
あ
る

7J' 

と
れ
に
つ
い
て
彼
の
見
解
を
う
か
ピ
は
う
。

「
統
計
的
比
率
(
国

F
E
Z
-
E一つ
)
l男
児
出
生
数
と
女
児
出
生
数
と
の
割
合
、
婚
姻
教
の
全
人
口
(
?
と
も
婚
姻
可
簡
な
部
舎
に

ラ
ス
を
確
定
す
る
に
は
、
も
っ
と
簡
翠
友
方
法
が
遡
刷
出
来
る
と
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
そ
し
て

か
し
よ
O
数
倣
は
偶
然
の
勝
負
事
一
に
於
て
治
こ
る
J
一
同
じ
動
慌
FE
有
す
る
も
の
と
担
保
ヨ
れ
で
来
た
。
'
一
'
叩
ち
「
今
ま
で
し
ば
/
¥
男
児

針
ず
る
割
合
の
如
き

l
lの
モ
ヂ
ュ

出
生
教
の
女
児
出
生
放
一
に
封
ず
る
如
き
比
が
、

こ
れ
と
同
じ
く
珠
め
定
め
ら
れ
る
動
擦
を
あ
ら
は
ず
だ
ら
う
と
、
暖
歎
の
中
に
ほ
の

め
か
さ
れ
た
。
し
か
し
乙
の
一
致
は
前
も
っ
て
知
る
こ
と
は
出
来
友
い
。
事
責
巾
生
に
際
し
て
の
鰻
性
比
の
揚
合
に
は
、

と
れ
は
存

在
ず
る
。

し
か
し
出
生
率
、
死
亡
率
、

及
び
婿
姻
卒
の
場
合
に
、

一
般
に
さ
う
で
は
左
い
。
か
L

る
比
率
に
針
す
る
設
差
法
則
の
存

在
は
、
小
さ
い
原
国
の
複
合
に
基
づ
く
、
そ
し
て
そ
の
動
揺
は
偶
然
の
勝
負
事
の
類
推
に
よ
っ
て
限
定
さ
る
べ
き
で
は
た
〈
、
時
間

及
び
空
聞
に
於
け
る
測
定
値
の
揚
合
に
用
ひ
ら
れ
る
方
法
に
よ
っ
て
ピ
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
ち
レ
キ
V

ス
殺
夜
に
よ
っ
て
主
張

「
組
合
せ
方
法
」
と
恒
則
さ
れ
る
「
物
理
的
方
法
」
に
よ
ら
ね
ば
友
ら
左
い
♂

さ
れ
た
重
要
な
分
類
に
従
へ
ぽ
、

と
の
や
う
に
比
率
の
場
合
に
、
も
と
の
値
が
誤
差
法
則
に
従
ふ
と
き
印
ち
加
の
揚
合
に
も
、
物
理
的
方
法
に
よ
る
べ
き
も
の
と
ナ

る
彼
は
、
(
二
)
仰
に
つ
い
て
も
同
様
設
差
白
菜
平
均
方
法
を
と
っ
て
ゐ
る
。

エ
ヴ
ヂ
ヲ

I
λ

と
「
統
計
の
方
法
」

第
六
競

第
四
十
九
巻

八
九
九

O 
九

を望号量とみる故、 rに3討するモヂユ
∞ (r+r) /-:;- "'̂ ;̂一三十

7 戸=ァーμー←一 =200μ一一-
v r n n 

ibicl.， p. 191. 
ibid. p. 191. なほ出生に於ける韓性比 r

(1十 r)J三r r '"百分比で示せば
n 

フスは

ro) 



Z

ヴ
ヂ
ワ

I

ス
と
「
統
計
の
方
法
」

第
六
掠

第
四
十
九
巻

O 

九

O
O

以
上
に
よ
り
、

二
足
の
度
数
分
布
を
有
つ
値
(
測
定
値
、
翠
な
る
数
、
及
び
比
率
)
に
つ
き
、

一
定
個
数
を
選
ん
で
、
算
術
平
均
を
取
る

と
き
、
そ
れ
ら
が
相
あ
つ
ま
っ
て
出
来
る
確
率
曲
線
の
モ
ヂ
ュ

ラ
ス
は
、
原
則
的
に
は
誤
差
自
乗
平
均
方
法
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
と

と
を
知
っ
た
。
か
く
て
、

一
一
つ
の
提
出
さ
れ
た
平
均
の
問
の
差
違
判
定
の
上
辿
の
規
準
が
出
来
あ
が
る
。

以
上
に
於
て
、

エ
ッ
ヂ
ワ
1
ス
の
平
均
の
比
較
の
基
準
を
紹
介
し
た
が
、
今
と
れ
を
要
約
し
、

こ
の
北
品
川
中
の
数
接
的
現
論
の
根
誠

1司

ι一、

こ
れ
が
良
一
間
例
へ
の
油
川
に
際
し
ご
吟
と
る
刊
四
位
あ
き
ら
か
に
し
た
い
む

(
一
)
数
日
晶
子
的
理
論
の
校
時
四
川
無
数
の
偶
数
よ
り
一
段
る
一
の
級
「

2
5
)
が
あ
る
度
数
分
布
を
作
っ
て
ゐ
る
'
と
す
る
。

乙
の
と
き
動

f

z

s

M

印
。
凶

舟
在

n
・NU
I
I
l
l
i
-
-

B

'

h

コ

は
確
定
す
る
。

但
し

e
は
各
値
と
そ
れ
ら
の
算
術
平
均

(
M
)
と
の
差
、

n
は
と
の
級
の
個
別
値
の
個
数
で
、
抑
一
論
的

に
は
無
限
個
を
と
る
。

ラ
ス
と
名
付
け
ら
れ
る
。
阻
(
へ
ら
れ
た
度
数
分
布
は
梢
定
で
る
る
を
裂
す
る
が
、
そ
れ
が

E

C

は
モ
ヂ

L

規
曲
線
を
葺
く
や
否
や
は
問
は
な
い
。

間
今
ζ

の
級
か
ら
、
任
意
護
持
に
よ
っ
て

m
個
を
と
り
出
し
、
そ
の
算
術
半
均
を
求
め
る
。

と
の
無
数
の
算
術
平
均
は
正
規
曲
線

を
奥
へ
る
。
(
第
一
次
近
似
的
に
)
|
こ
れ
は
誤
差
法
則
の
理
論
に
よ
る
。

と
の
と
き

m
の
犬
い
さ
に
限
定
が
あ
る
。
ー
こ
の
正
規
曲
線

片品

問
弐
に
又
と
の
階
級
か
ら
、
前
同
様
任
意
選
探
に
よ
っ
て
rm
個
を
と
り
出
し
、
そ
の
算
術
平
均
の
作
る
正
規
曲
線
を
考
へ
る
と
、

そ
の
モ
ヂ
ユ
ラ
ス
は
居
刊
で
あ
た
へ
ら
れ
、
軸
の
様
坐
様
は

M
に
警
る
。

同
上
の

ω及
州
叫
に
属
す
る
値
を
各
々
任
意
濯
探
し
て
そ
の
差
を
作
る
。

の
H
K
Mい
十
h

u

l

a
ロM

ーロパ戸
i

の
モ
ヂ
ユ
ラ
ス
は

で
奥
へ
ら
れ
る
。
又
と
の
曲
線
の
軸
の
横
坐
棋
は
も
と
の
級
に
於
け
る
各
枯
胞
の
算
術
平
均
M
に
慮
中
る
。

こ
れ
又
r
t
規
分
布
曲
総
を
た
し
、

そ
の
毛
ヂ
ラ
ュ

で
血
(
へ
ら
れ
る
。
(
軸
は
縦
軸
と
一
致
す
る
。
)

ス

は:

(τ=1.0.吟1) となる。(Bowley，A. L.， F. y~ Edgewo:rth匂仁ontributionto mathe-
matical Statistics， p. 91.による.) 
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品

i
M凶

同
故
に
今

ωか
ら
任
意
に
A

引
を
、
同
か
ら
任
意
に
ん
-
を
と
り
出
す
と
き
、

k
r
t
r
v
ω
C
-在
る
確
李
は
同
一

|
H
i
o
分
H
O
-
-
E

i

才

J
、

吋

門

部
ち
又

p
i
y〈
凶
(
)
た
る
確
率
は

0
・
九
九
五
二
と
た
っ
て
、
印
ち
こ
の
こ
と
は
殆
ん
ど
確
か
ら
し
い
。

附
以
上
致
事
的
に
考
へ
た
差
と
、
具
鑓
的
友
現
に
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
差
と
を
針
比
す
る
。
今
二
ヲ
の
級
を
考
へ
る
と
き
、
用
者
の

算
術
平
均
の
差
呂
田

t
沼
崎
が
日
の
(
従
つ
で
白
内
)
上
り
大
な
ら
ば
、
M
.
M
が
同
一
級
か
ら
任
意
選
擦
に
よ
っ
て
得
た
卒
均
で
る
る
と

と
は
ほ
と
ん

E
確
か
ら
し
〈
友
い
。
左
ほ

Hr--t冨
M

〈
ハ
凶
(
い
左
ら
ば
、
民
、
叫
の
属
す
る
級
に
つ
い
で
、
積
極
的
に
そ
の
差
蓮
を
主
張
し

得
泣
い
。

I1f 
間
以
上
は
モ
ヂ
ム
ラ
ス
を
求
め
る
の
に
、
物
川
町
的
方
法
に
時
間
っ
た
場
合
で
る
る
が
、
若
し
組
合
せ
方
訟
を
と
る
比
率
の
場
合
友
ら

、，、、
d

』「

d

R

)

司

l
'
h
-

べ
川
目
l

t

?

b

てけ
F

』
刊
の
叫

m
p一
取
ら
ね
ば
た
ら
仕
い
口

、

柳

川

工

コ

a

(
二
)
具
酬
恒
例
へ
の
適
用
川
の
問
題
こ
れ
が
統
計
的
方
法
と
し
て
問
題
L
仁
左
る
。

間
彼
は
統
計
値
の
組

i
級
ー
を
二
つ
に
分
類
し
(
こ
測
定
値
又
は
皐
左
る
数
及
び
(
二
)
比
率
と
た
し
、
更
に
何
れ
も
同
五
規
曲
線

を
み
た
す
揚
合
及
び
ゆ
然
ら
ざ
る
場
合
に
わ
け
た
。

凶
上
の
分
類
は
モ
ヂ
ュ

ラ
ス

(
C
)
決
定
の
際
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
(
ご
に
於
て
は
、
級
の
皮
数
分
布
は
数
接
的
川
想
的
友
耐
数

で
る
っ
た
c

し
か
し
今
は
現
に
奥
へ
ら
れ
た
度
数
分
布
曲
線
か
ら
C
を

ま

ね

ば

2
5。

3

1

K
判

吉
、
の
大
い
さ
に
限
定
が
あ
る
。

に
於
て
、

観
察
値
の
線
数
、

e
は
観
察
値
の
算
術
平
均
と
各
値
と
の
差
で
あ
る
。
次
に

同
]

D

W

(
組
合
せ
方
法
白

場
合
に
は
奥
へ
ら
れ
た
比
率

3

3
・
-
M

一-

か
ら
一
個
の
司
を
算
術
平
均
に
よ
P

求
め
ね
ば
な
ち
ぬ
。
)

次
に
(
一
)
の
迎
論
に
よ
れ
ば
、
典
へ
ら
れ
た
級
に
つ
き
モ
ヂ
ユ
ラ
ス

C

を
知
り
得
ね
ば
友
ら
友
い
。
し
か
し
て
問
題
の
平
均
札
、
比

Z

ツ
ヂ
ヲ
l

z
と
「
統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
巻

九
O 

第
六
銃

n
斗
l
凪

Bow ley~ ibid.， p. 9I I2) 



且
ヴ
ヂ
ヲ

l

z
と
「
統
計
の
方
法
」

第
六
掠

第
四
十
九
巻

九
0 

は
、
平
均
さ
れ
た
個
数

m

m

 と
共
に
、
翠
に
そ
の
値
の
み
を
知
れ
ば
よ
く
、
何
等
M

州、
M
L
-

を
作
っ
た
具
際
的
危
個
別
値
を
要
し

-
泣
い
。
し
か
る
に
事
費
は
正
に
こ
れ
に
反
し
、
原
級
は
そ
の
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
を
奥
へ
ら
れ
る
こ
と
少
く
1
原
級
は
仮
定
に
止
ま
る
こ
と

普
通
に
し
て
l

M

M

を
作
っ
た
個
別
値
の
一
組
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
こ
で
凧
又
は
叫
を
作
っ
た
個
別
他
。
一
組
を
原

分
布
川
肌
般
を
し
め
寸
司
ヂ
ュ

こ
れ
は
版
級
の
皮
数
分
布
を
近
似
的
に
興
へ
る
も
の
と
し
、
平
均

(
M
)
の
ほ
か
に
と
の
ま
は
り
の

ラ
ス
を
則
件
ハ
附
す
る
こ
と
が
溜
る
で
あ
ら
う
。

級
の
棋
本
(
目
白
】
戸
市
】
叩
)
と
み
友
し
、

間
更
に
立
入
っ
て
考
へ
る
と
、
五
口
々
の
観
察
値
の
一
組
は
そ
れ
が
測
定
値
に
し
ろ
、

之
k
f
h

十
'
月
七
信
「
こ
し
う
、

コ一d
q一三口
H
ι
F
A
ノ
f
'
h
y
L

こ
れ
を
一
方
向
に

於
け
る
特
徴
の
差
還
を
の
ぞ
き
、
他
は
同
一
性
質
を
有
つ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
と
の
特
徴
の
差
遣
が
、
重
要
視
さ
る
べ
き
か
否
か
を

論
じ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
こ
の
差
遣
が
例
へ
ば
質
的
た
揚
合
に
は
、
時
間
的
叉
は
場
所
的
な
礎
化
や
影
響
は
な
い
と
さ
れ
る
。
印
ち
一

膝
無
視
さ
れ
る
。
か
く
て
一
の
級
か
考
へ
ら
れ
更
に
具
惜
的
に
得
た
諸
値
は
、
そ
の
中
よ
り
任
意
選
探
に
よ
っ
て
得
た
も
の
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
現
賓
の
問
題
に
於
て
は
、

か
ミ
る
仮
定
は
充
分
に
満
足
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
云
ひ
得
友
い
で
る
ら
う
。

趨

用

17iJ 

z
y
ヂ
ワ

l
ス
は
、
誤
差
法
則
に
基
い
て
、
平
均
比
較
の
規
準
を
得
た
後
、

こ
れ
を
具
慌
例
に
通
用
し
て
説
明
し
で
ゐ
る
。

は
三
大
別
さ
れ
、
人
館
測
定
皐
(
〉
ロ
F
B
唱。
2
5
)
に
於
け
る
例
、
同
生
、
死
亡
、
婚
姻
に
於
け
る
例
、
及
び
雑
例
と
た
っ
て
ゐ
る
。

以
下
わ
た
く
し
は
、
彼
の
あ
げ
た
諸
例
の
中
、
「
偶
然
の
除
却
」
の
方
法
を
よ
〈
説
明
せ
る
も
の
を
取
り
あ
げ
、

と
の
方
法
の
具
偲
例

に
於
付
る
諮
問
の
仕
方
を
み
た
い
と
息
ふ
。

と

~1.-

Bowley， iLid.， p. 93・13) 



(
一
)
人
鰻
測
定
感

l
エ
ッ
ヂ
ワ

l
ス
は
、
先
づ
成
年
男
子
の
身
長
の
モ
ヂ
ェ

ラ
ス
ー
度
数
分
布
に
於
け
る

i
が
如
何
ほ
左
か
を
確

定
し
て
ゐ
る
。
彼
は
前
出
一
、
八
八
三
年
英
国
の
人
館
測
定
感
協
命
日
報
告
に
基
き
、
八
、
五

O
O人
の
身
長
に
つ
い
て
の
モ
ヂ
品

• 

を
計
算
し
三
・
六
を
得
た
。
共
の
他
る
は
せ
て
十
例
に
つ
き
計
算
し
、
成
年
男
子
身
長
の
モ
ヂ
ェ

ラ

フミ

ラ
ス
は
、
諸
国
と
も
時
三
・
六
友
る

と
と
を
見
出
し
た
。
動
揺
は
一
一
一
一
と
み
た
。

彼
は
以
上
の
準
備
の
下
に
、
同
報
告
か
ら
六
つ
の
例
を
取
り
あ
げ
て
ゐ
る
。

先
づ
第
一
例
を
み
よ
う
③

二
三
二
五
人
の
犯
罪

八
・
五
八
五
人
の
一
般
成
年
男
子
人
口
の
身
長
の
「
算
術
)
平
均
に
く
ら
べ
る
と
、

者
パ
の
平
均
身
長
は
約
二
吋
の
差
が
あ
る
。

こ
の
差
は
比
較
し
て
ゐ
る
級
の
篠
件
に
毘
の
差
走
あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
や
否
や
、

を
hu凡
問
ず
と
よ
く
。

〈
断
的
」
「
し
ん
に
烈
へ
た
公
式
に
よ
り
、
一
川
平
均
の
走
に
刻
す
る
E
7
L

一
五
人
が
一
般
人
口
山
ら
の
任

一
プ
ス
、
-
A

( 

町、

¥

]

ω

-

】

ω
l
D
D
m

《
剖
到
↓
剖
司

I
C
G
C

(
二
吋
)
よ
り
や
っ
と
小
さ
い
。
従
っ
て
共
の
差
は
た
し
か
に
偶
掛
目
的
で
は
友
〈
、

意
選
揮
で
あ
る
と
同
判
定
し
て
)

ラ
ス
の
三
倍

0
・
二
五
吋
は
附
平
均
の
間
の
観
察
さ
れ
た
差

と
の
そ
ヂ
ュ

Uコ
法
員IJ
を
宇旨
/J乏

し
て

ゐ
る噌、。，
Lー

今
こ
の
例
に
つ
い
て
考
祭
ナ
る
に
、
先
づ
成
年
男
子
人
口
の
身
長
の
度
数
分
布
は
き
ま
っ
て
ゐ
て
、

そ
の
動
揺
は
二
三
と
さ
れ
て

ゐ
る
。

と
の
一
固
か
ら
、
入
、
五
八
五
の
個
別
値
が
任
意
に
港
ば
れ
た
と
す
る
。
又
犯
罪
汗
二

J
二
五
人
も
、

一
般
成
年
男
子
人
日

か
ら
俄
り
に
任
意
に
選
ば
れ
た
と
し
、

印
ち
身
長
に
つ
い
て
い
へ
ば
、

二
五
二
五
の
個
別
値
が
任
意
に
一
般
成
年
男
子
身
長
の
扱

か
ら
、

そ
し
て
比
技
の
一
セ
ヂ
ュ

さ
て
入
、
五
八
五
の
身
長
は

と
り
出
さ
れ
た
と
考
へ
て
ゐ
る
。

-7

ス
を
計
算
し
た
の
で
あ
っ
た
。

般
成
年
人
口
の
身
長
全
出
国
を
う
か

r
ひ
得
る
も
の
と
し

τ
、
さ
き
に
全
悩
の
モ
ヂ
ェ

ア
ス
計
算
の
と
き
に
川
ひ
た
の
で
あ
っ
た
。
今

は
又
一
の
任
意
選
揮
と
じ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

同
級
に
犯
罪
者
二

J
二
五
人
の
身
長
が
も
し
一
般
身
長
の
級
を
近
似
的
に
推
定

且
ヴ
ヂ
ワ

I
ス
と
「
統
計
四
方
法
」

第
四
十
九
巻

第
六
撹

一一
一一

九

O
=

一

Erlgeworth， ibid.， p. 196. 



Z

ザ

ヂ

ワ

I

R
と
「
統
計
白
方
法
」

第
四
十
九
谷

九

O
四

第
六
競

四

さ
せ
る
と
み
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
計
算
し
た
動
揺
の
値
も
約
一
三
を
興
へ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
再
々
の
規
準
で
は
こ
れ
を
偲
り
に
一

の
任
・
昔
、
選
揮
T

ど
み
な
す
の
み
で
あ
る
。
邸
主

J

級
奈
憾
の
モ
ヂ
ュ

ラ
ス
の
存
在
を
仮
定
し
、
吹
に
こ
の
値
は
観
察
値
か
ら
、
近
似
的
に

き
ま
る
も
の
と
み
て
ゐ
る
の
で
、
あ
と
は
枠
一
党
選
揮
の
理
に
よ
る
だ
け
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
。

第
二
例
よ
り
第
五
例
ま
で
は
第
一
例
と
長
た
じ
く
人
口
の
稜
K

の
級

(
2
3
)
の
聞
の
身
長
の
去
乞
取
扱
う
て
ゐ
る
o

邸
ゆ
り
第
二
例

で
は
主
立
協
合
々
戊
の
身
長
と
山
[
山
Z
B
b
L
の
ム
仲
良
の
身
長
内
一
法
、

第
一
二
例
勺
は
尚
一
川
病
慌
の
品
川
町
抗

L
1
般
人
の
身
長
の
去
、

:iii11 

問
、
五
例
で
は
二
都
市
の
少
年
の
身
長
の
差
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
。

今
第
四
例
を
み
よ
う
。
上
居
中
等
階
級
都
市
(
A
)
の
年
齢
十
一
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
の
少
年
二
九
四
人
の
卒
均
身
長
と
、

工
場
都

市
(
B
)
に
於
け
る
同
年
齢
の
少
年
三
四
一
人
の
平
均
身
長
と
を
比
較
す
る
に
、
雨
者
の
差
は
約
二
・
三
吋
と
い
ふ
。

と
の
み
」
事
己
こ
の

差
は
偶
然
で
あ
る
か
。
今
の
揚
合
雨
都
市
少
年
の
身
長
に
針
ず
る
モ
ヂ
ム
ラ
ス
は
、

一
般
成
年
男
子
人
口
の
そ
れ
(
¥
悶
)
と
は
仮
定

し
え
な
い
。
彼
は
興
へ
ら
れ
た
材
料
か
ら
計
算
し
て
、
雨
者
に
針
し
夫
K

動
揺
一
一
了
七
三
及
び
一
(
〕
を
得
て
ゐ
る
。
こ
の
値
の
差

は
‘
し
か
し
計
算
の
基
と
な
っ
た
事
例
の
僅
か
た
と
と
か
ら
、
偶
褒
的
た
り
ん
」
し
、
し
か
も
求
め
る
動
揺
は
ご
ニ
を
超
え
ぬ
と
な
し
、

「
北
較
の
モ
ヂ
品
ラ
ス
し
は
に

L
同

|
+
L
P
H
0・
∞
(
又
は
そ
れ
よ
P
小
)
と
す
る
。
と
の
三
俗
は

0
・
九
(
叶
)
で
、
貫
際
に
得
た
差
は

ξ

日
甲
品
回
品
回

は
る
か
に
と
れ
よ
り
犬
で
ち
る
。
か
〈
て
と
の
差
は
重
要
た
り
と
す
る
。

今
と
の
例
に
つ
い
て
、
規
準
の
意
味
を
考
察
す
る
。
先
づ
雨
都
市
少
年
(
十
一
歳
十
二
歳
)
の
身
長
の
級
を
考
へ
る
。
こ
れ
は
隅
都

市
に
つ
い
て
同
一
と
考
へ
、
そ
の
個
数
は
か
た
り
に
犬
(
無
限
佃
)
と
仮
定
す
る
。
今
こ
の
級
か
ら
二
九
四
個
、
三
四
一
個
、
を
い
づ

¥

《

“

内

ゅ

2

?
ー
ー
ー
ー
ト

1
1
1
1
X
U

4

N

申

品

-

出

品

]

{

れ

4
任
責
建
揮
に
よ
り
取
り
出
す
と
す
る
と
、
そ
の
一
算
術
平
均
の
差
は

を
超
え
な
い
こ
と
が
、
殆
ん
ど
確



か
ら
し
い
。
さ
て
C
を
如
何
に
定
め
る
か
。
現
貨
に
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
二
九
四
の
身
長
と
三
四
一
の
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ

で
か
L

る
侃
の
一
組
が
、
了
度
想
定
し
て
ゐ
る
級
の
椋
本
で
、

こ
れ
を
近
似
的
に
表
現
す
る
も
の
と
仮
定
し
た
。
今
の
揚
合
も
と
の

級
の
分
布
の
測
度
た
る
モ
ヂ
ェ
ラ
ス
を
こ
れ
か
ら
求
め
た
。
し
か
も
か
く
し
て
得
る
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
の
偲
定
的
近
似
値
は
、
血
(
へ
ら
れ

た
二
つ
の
組
か
ら
計
算
す
る
故
相
異
な
る
筈
で
あ
る
。
想
定
の
原
理
か
ら
は
一
つ
の
値
を
き
め
ね
ば
友
ら
お
。
今
の
揚
合
最
大
限
一

ご
と
し
て
公
式
を
趨
肘
し
た
。

第
六
例
で
は
前
掲
一
二

O
蔵
以
上
の
男
子
の
身
長
が
三

Q
歳
以
下
の
も
の
L
身
長
よ
り
大
で
あ
る
か
を
論
じ
て
ゐ
る
つ
こ
の
場
合
二

五
l
一
一
九
歳
の
男
子
一
、
五
七
六
人
の
平
均
身
長
と
、
〕
一

O

四

σ歳
の
男
子
つ
八
入
六
人
の
平
均
身
長
と
の
差
遣
は

0
・
二
吋
。

同
レ
し
交
う
そ
ヂ
で
プ
ザ
ヘ
一
工
¥
お
お
三
日
な
大
し
と
性
腺
〆
一
日
J

点、

0
1
亡
俄
は
年
齢
の
設
の
身
長
に
及
ぼ
寸
結

一

L

d

t

」

e
U
4
5

ト
一
「
3
3
坑
!
?
ト

v

7

ロ

y
'
F
た
し
し
♂

泉
佐
み
る
た
め
に
、
二
五
一
ニ

O
歳
、
一
二

O
l一
二
五
歳
を
比
較
し
、
又
三

O

三
五
歳
、
コ
一
五
|
四

O
援
を
比
絞
し
て
ゐ
る
ロ

(
二
)
出
生
、

死
亡
、
婿
姻
に
於
け
る
例

l
lエ
ッ
ヂ
ワ

l
ス
は
こ

L
で
は
戸
籍
掛
長
の
報
告
題
目
に
つ
い
て
し
ら
べ
て
ゐ
る
。

て
出
生
|
|
既
に
彼
が
指
摘
し
た
如
〈
、
出
生
に
於
る
け
男
女
の
数
の
割
合
主
、
彼
は
「
組
合
せ
原
則

i

」
に
よ
っ
て
考
究
さ
れ
る

も
の
と
し
た
。

こ
の
揚
合
彼
は
相
隣
接
し
た
数
年
を
と
り
、

イ
ン
グ
ラ
ン

F
の
中
部
地
方
数
州
に
つ
い
て
、
出
生
に
於
け
る
男
女
の

割
合
を
し
ら
べ
、
平
均
的
に
一
、

O
四
一
封
一
、

0
0
0
と
み
た
。
そ
し
て
か
く
し
て
得
る
一
組
の
比
率
か
ら
そ
の
分
布
の
測
皮
モ
ヂ

み
ヲ
ス
を
、
物
理
的
方
法
及
び
組
合
せ
方
法
に
よ
り
求
め
、
雨
者
が
略
一
致
す
る
と
と
を
見
出
し
た
。

つ
い
で
彼
は
か
く
の
如
く
、
時
及
び
所
に
よ
っ
て
定
義
し
て
得
た
比
率
の
組
が
、
組
合
せ
原
理
に
立
っ
と
と
か
ら
、

通

3

レい一一主

力

L
閉
会
上
44

に
影
響
す
る
他
の
傑
件
に
よ
っ
て
定
義
し
て
得
る
組
に
も
と
の
原
理
が
た
り
立
つ
で
あ
ら
う
と
推
論
し
た
。

且
ザ
ヂ
ヲ
I

Z
と
「
統
計
の
一
方
法
」

第
四
十
九
巻

九

O
五

第
六
挽

互E



エ
ヴ
ヂ
ワ

1

ス
と
「
統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
巻

九

O
六

第
六
競

ー
ム
ノ、

乙
L
で
取
扱
っ
た
例
は
、
雨
親
の
相
創
的
年
齢
及
び
峨
栄
、
出
生
の
揚
所
、
年
次
的
鎚
化
、
季
節
的
鑓
動
で
お
る
o

今
最
後
の
例

に
つ
き
紹
介
し
よ
う
。
問
題
は
出
生
に
於
け
る
間
性
比
は
季
節
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
や
否
や
を
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
み
一

英
閣
に
つ
い
て
十
年
間
(
一
八
七

O
l七
九
年
)
悶
季
の
各
と
に
つ
い
て
の
比
率
を
、
二
、

o
o
o
u
O
O
O人
に
つ
い
て
計
算
し
た
。
本
例

に
於
て
、
彼
は
組
合
せ
方
法
を
取
る
と
と
な
〈
、
四
季
に
つ
い
て
特
々
物
川
内
的
方
法
に
よ
り
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
を
汁
算
し
た
。
各
季
に
つ

昔
、
鴨
川
は
比
は
順
次
一

O
四
0
・問、

一

O
一一一七
e

五
日
札
び

-
O
問

(τ
分
比
ご
を
利
引

又
酌
臨
は
4
〈

A

四
四
.

了、
J

一
二
九
・
珂
、

四

O
、
問
二
、

一
‘
九
(
千
分
比
)
を
得
た
。

ラ
ス
」
そ
計
算
し
て
み
る
に
、
第
三
季
の
最
低
値
も
他
と
く
ら
べ

そ
し
て
「
比
較
の
モ
ヂ
ュ

て
さ
し
た
る
差
違
と
み
ら
れ
な
い
と
し
た
。
左
ほ
第
四
季
の
動
擦
の
値
は
他
の
三
つ
と
は
た
れ
て
ゐ
る
が
、
彼
は
こ
れ
を
他
の
季
の

位
と
等
し
と
し
て
も
よ
い
と
一
ぶ
っ
て
ゐ
る
。

乙
の
分
布
は
時
間
的
一
段
動
、
場
所

的
差
遣
を
布
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
の
し
か
し
こ
の
論
文
で
は
こ
の
揚
合
の
研
究
は
詳
細
に
漣
べ
ら
れ
て
ゐ
示
、
又
本
杭
に
於
て

二
、
婚
姻

1
1
2エ
ッ
ヂ
ワ

1
ス
は
全
人
口
あ
す
の
婚
姻
者
数
婚
姻
率
ー
を
概
祭
し
、

は
「
比
較
の
モ
ヂ
ュ

の
越
川
を
問
題
と
す
る
か
ら
、
今
と
れ
に
は
立
入
ら
な
い
で
ゐ
か
う
。

ラ
ス
」

と
L
t
は
組
合
せ
方
法
が
別
ひ
ら
る
こ
と
を
指
摘

三
、
死
亡
1
l
t第
一
例
で
は
種
々
の
職
業
の
健
康
の
比
較
の
問
題
を
取
扱
ひ
、

し
て
ゐ
る
。
第
二
例
で
は
飲
酒
の
不
健
康
性
を
取
り
あ
げ
る
。
第
三
例
で
は
一
八
三
八

l
七
九
年
に
わ
た
り
、
英
国
の
一
般
死
亡
率

に
資
質
的
友
愛
化
が
あ
っ
た
か
否
か
を
研
究
し
て
ゐ
る
。
邸
ち
ゴ
レ
ラ
の
あ
っ
た
一
八
四
九
年
を
除
き
、
二
十
ヶ
年
及
び
二
十
一
ヶ

年
の
二
時
期
に
わ
か
ち
、
第
一
刻
、
第
二
期
に
封
し
夫
々
動
揺
一
八
二
及
び
二
ハ

O
(千
分
比
)
を
得
、
比
較
の
モ
ヂ
ュ
ラ
ス
は
咽
¥
司

邸
ち
略
四
を
得
た
。
観
察
し
て
得
た
差
は
討
で
あ
る
か
ら
、
賓
質
的
危
差
違
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
ゐ
る
。

Eogeworlh， On Methods of A~cer!aini~~ VariatioDS in Ihe Rate o~ .~irths， 
De~t1l.s， and Marriages. (J. S. S. 1885， pp. 628ι5::~) :Bowley， ibid.， p. 
93ff. 
エヴヂソースはこ Lでは死亡率をと万あげて論ずる o な V"平均存命による比
較については個別観察{直が説差法則に従はない場合の例として開設してゐる

2) 

3) 



(
二
一
)
雑
例
l
l最
初
の
二
例
に
於
て
は
、

ン
ス
教
授
の
観
察
し
た
、
毎
季
(
O
E
Z
2
)

に
於
て
第
二
月
が
他
の
二
ヶ
月
に

ジ
L

ヴ
ォ

比
し
、
破
任
教
が
多
い
こ
と
、
及
び
毎
季
の
潟
替
手
形
の
線
額
に
は
大
差
な
い
と
と
ど
験
し
て
ゐ
る
。
第
三
例
は
蜂
の
巣
に
つ
い
て

峰
の
出
入
の
故
を
、
第
四
例
は
毎
週
各
曜
日
の

『

b
E
S
E
E
-
v
巴
E
Z
へ
の
出
席
者
の
動
き
を
、

ラ
テ
ン
の
詩

叉
第
五
例
で
は
、

の
丈
健
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
。

と
れ
ら
の
中
~
第
一
例
を
紹
介
し
よ
う
。

ジ
ー
ヴ
ォ

ン
ス
の
翻
然
に
よ
れ
ば
、

五
五
年
に
わ
た
る
ん
昨
季
の
、

第
一
、
第
二
、
第
三
月
に
針
す
る
破
産
数
は
夫
々
二
四
、
九
七

ム
ノ
、

二
八
、
二
一
九
て

二
七
、
同
二
七
で
、
第
二
月
で
約
一
同
%
の
優
越
を
一
不
し
て
ゐ
る
。
今
こ
の
差
が
は
た
し
て
重
要
な
り
や
の
し

ら
べ
る
。

ヱ
ッ
ヂ
ワ

1
ス
は
勾
季
の
第
一
月
、
第
二
月
の
動
掻
を
求
め
る
た
め
、
数
ゥ
年
(
必
ず
し
も
引
瀬
古
で
な
い
)
か
ら
毎
季
の
第

一
円
、
応
-
A
円
を
何
れ
も
六
川
求
め
、

と
れ
に
つ
い
て
第
一
月
、
第
一
一
月
の
動
絡
を
求
め
、
夫
k

、

一
、
六

O
O及
び
二
、

0
0
0を

!日
J

」

1

引
1
J
L

従
っ
て
一
一
一
一

O
ヶ
円
(
日
×
と
平
均
に
到
す
る
引
別
協
は
略
八
川
五
九
・
と
た
り
、

か
t
h

る
二
つ
の
平
均
の
悲
に
針
す
る
動
協
は
附

一
入
、

一
ー
さ
て
第
一
月
、
第
二
月
に
謝
す
る
平
均
は
夫
k

ご
ニ
及
び
二
一

か
〈
て
比
較
の
モ
ヂ

L

ラ
ス
は
四
・
五
を
超
え
な
い
。

九
で
あ
り
、

ン
ス
数
日
院
の
結
論
は
た
し
か
に
正
営
づ
け
ら
れ

視
忠
一
泊
さ
れ
た
差
は
壬
ヂ
ュ

ラ
ス
の
四
倍
に
近
い
。

そ
れ
故
ジ
ェ
ヴ
ォ

る。
各
季
の
二
ヶ
月
に
謝
す
る
視
察
の
吟
味
に
よ
っ
て
、

一
ヶ
月
に
封
ず
る
モ
ヂ
A

ラ
ス
が
碑
定
さ
れ
た
故
、
五
H
K
は
第
三
月
に
針
し

て
も
同
巳
値
が
と
ら
れ
る
と
仮
定
し
て
よ
か
ら
う
。
-
少
〈
と
も
験
詮
の
た
め
に
、
観
察
値
の
第
三
系
列
か
ら
の
標
本
を
取
っ
た
後

は
。
従
つ
で
も
は
や
煩
持
夜
し
に
、
第
二
月
の
平
均
が
第
三
月
の
よ
り
超
過
し
て
ゐ
る
の
は
、

褒
的
で
た
い
と
結
論
す
る
。
」

モ
ヂ
ュ
ラ
ス
の
二
倍
に
怠
る
故
、
偶

且
ヴ
ヂ
ワ

l

z
と
「
統
計
の
方
法
」

九

O
七

七

第
六
披

t
F
凶
十
九
巻

にすぎない0

ibid. p. 207. 4) 



a
p
ヂ
ヲ

1
λ
と
「
統
計
の
方
法
」

第
四
十
九
巻

第
六
披

丹、

九
O
八

tr 

Lf 

す

以
上
に
於
て
、
わ
た
く
し
は
エ
ッ
ヂ
ワ

1
ス
の
「
統
計
の
方
法
」
に
擦
り
、
彼
の
平
均
比
較
の
論
鮎
を
紹
介
し
、
若
干
の
考
察

を
た
し
た
。

エ
ッ
ヂ
ワ

l
ス
法
乙
の
論
文
炉
一
緒
ぷ
に
る
た
り
、
「
私
の
主
た
ま
闘
は
、
誤
差
法
則
の
費
際
上
の
際
問
に
あ
っ
た
。
読
者
に
と
っ

て
最
も
親
し
み
の
&
?
と
忠
は
れ
る
別
式
一
川
上
の
恥
は
ぷ
助
一
に
訟
来
訟
則
が
、
問
一
夜
純
白
慨
そ
の
一
平
均
在
比
較
し
よ
う
に
寸
石

の
で
あ
る
が
ー
に
よ
り
満
足
さ
れ
て
も
、
叉
満
足
さ
れ
友
〈
て
も
、
こ
の
法
則
は
ひ
と
し
く
偶
然
の
除
却
に
遡
附
出
来
る
乙
と
、

第
二
に
求
め
ん
と
す
る
モ
ヂ
ェ

ラ
ス
を
決
定
す
る
こ
つ
の
仕
方
1
1
物
理
的
誤
差
及
び
偶
然
の
勝
負
事
の
類
推
に
従
ふ
仕
方
の

間
の
関
係
で
あ
る
。
前
者
は
、
そ
れ
ら
が
相
異
る
と
き
に
選
ば
る
ぺ
〈
、
後
者
は
そ
れ
ら
が
一
致
す
る
と
き
に
軍
要
で
あ
る
。

れ
ら
の
原
理
に

.
b
た
く
し
は
何
等
の
濁
創
を
主
張
し
た
い
。
前
者
は
ラ
プ
ラ
ス
の
理
論
で
あ
り
、
筏
者
は
レ
キ
V

ス
数
殺
の
理

論
で
あ
る
。
し
と
述
べ
て
ゐ
る
。
し
か
も
ポ
l
v
l
は
か
う
言
っ
て
ゐ
る
。
「
と
の
研
究
の
基
本
的
友
重
嬰
性
及
び
刑
判
創
性
は
‘
充

分
評
債
さ
れ
た
と
は
思
は
れ
や
‘
事
費
に
於
て
次
の
十
五
年
間
.
こ
の
論
文
は
数
準
的
方
法
を
通
常
の
経
消
問
中
上
の
、
又
は
民
勢

県
上
の
諸
問
題
に
臨
出
府
す
る
に
必
要
な
方
法
を
.
そ
れ
か
ら
引
き
だ
し
う
る
，
咋
一
つ
の
す
ぐ
役
立
て
う
る
源
泉
で
あ
っ
た
。
L

エ
ッ
ヂ
ワ
l
ス
の
統
一
計
壌
の
問
題
の
考
究
は
、

一
貫
し
て
数
準
的
確
率
論
を
英
一
礎
に
し
て
ゐ
る
。
本
稿
に
於
て
考
察
し
た
平

均
の
比
較
の
揚
合
に
も
、
現
貫
に
あ
た
へ
ら
れ
た
観
察
値
の
平
均
の
差
を
偶
然
的
と
み
る
か
、

又
は
一
法
則
を
指
示
す
る
原

囚
よ
り
来
る
と
み
る
か
に
際
し
、

あ
た
へ
ら
れ
た
観
察
値
を
含
む
一
の
級
ぞ
想
定
し
、

そ
の
中
山
ら
の
特
怠
選
捧
と
み
た
の

で
あ
る
。

わ
た
く
し
は
本

J

秘
に
於
て
特
に
こ
の
方
訟
の
意
義
・
性
質
を
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

(
一
四
・
一
一
・
王
)

、，
」

Edgeworth， ibid.， p. 217 
なほ、 Bortke、Nitsd、， I._ V.， Kriti~che ， Betrachtungen Zlll" theor巴tischenStatis.. 
tik， (JRhrb. fur Nationalok. ll. Stati山 k，:; Folge， Bcし X. 1895， S. 343 任)
に批評あり、且ツチ・ヮースとの問に論争がある。 (Bd.XI. S. 1'74伍， S. 701. 

ff. Bd. XII. S. 838旺)
Bowley， ibid.， p. 86 なほ Edgeworth，Law of ErroX' (rRlgrave 
Vol. 1. '925， p. 886)参照。
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